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　11月13日、いわみ中央地区本部ふれあいホールにて農林産物品評会を開催しました。
　昨年に続き今年も新型コロナウイルス感染症の蔓延により各地区のグリーンフェスタ、農業祭
り、産業祭り等の催しが中止となりましたが、いわみ中央地区本部として「出来秋」を組合員、
生産者の皆さんや地域の皆さんと一緒に祝い、農業を元気にする企画として管内６地区全体の農
林産物品評会を開催することとなりました。当日は特別賞に入賞された皆さんの表彰式も開催し、
即売会では多くのご来店者で賑わいました。

令和３年度農林産物品評会 い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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日
頃
よ
り
本
県
農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
各
地
区
の
産
業
祭
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
い
わ
み
中
央
地

区
本
部
全
体
で
の
品
評
会
と
な
り
ま
し
た
。
全
体
で
６
１
０
点

の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
に
当
た
っ
て
の
主
な
留
意
点
と
し
て
、
消
費
者
の
視
点

に
立
ち
商
品
性
を
第
一
に
し
、
色
・
艶
・
形
・
均
一
性
・
病
害

虫
被
害
な
ど
に
留
意
し
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
の
気
象

で
す
が
、
4
月
上
旬
に
は
霜
の
害
に
よ
り
梨
や
ブ
ド
ウ
、
西
条

柿
な
ど
で
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
7
月
上
旬
と
8
月
中

旬
の
大
雨
に
よ
り
、
江
の
川
沿
い
で
被
害
が
あ
り
、
加
え
て
8

月
上
旬
の
台
風
で
は
浜
田
、
江
津
の
両
市
で
水
稲
や
大
豆
を
は

じ
め
と
す
る
農
産
物
の
冠
水
な
ど
、
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し

た
。
本
年
は
大
雨
や
台
風
な
ど
の
気
象
災
害
な
ど
に
よ
り
、
作

物
を
栽
培
す
る
上
で
非
常
に
厳
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
入
賞
さ
れ
た
農
林
産

物
は
色
・
艶
・
形
が
良
く
、
消
費
者
に
と
っ
て
購
買
意
欲
を
そ

そ
る
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
残
念
な
が
ら
賞
に
も
れ
た
出
品
物

の
中
に
も
良
い
も
の
が
多
く
、
全
体
的
に
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル

の
品
評
会
で
あ
り
ま
し
た
。
出
品
さ
れ
た
皆
様
方
の
日
頃
の
ご

努
力
が
感
じ
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
農
林
産
物
が
多
く
あ
り
、
非

常
に
感
銘
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
浜
田
・
江
津
地
域
の
農

業
振
興
の
た
め
農
林
産
物
の
生
産
に
励
ん
で
い
た
だ
き
、
来
年

も
数
多
く
出
品
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
し

て
、
講
評
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
3
年
11
月
13
日　

島
根
県
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー

農
業
普
及
部
長　

曽
田　

浩
二

農
林
産
物
品
評
会
審
査
講
評

賞
　
名

地
　
区

出
品
者
名

出
品
物

浜

田

市

長

賞
浜

田
太
田　
靖
男

柿

江

津

市

長

賞
江

津
株
式
会
社

Ｍ
Ｏ
Ｇ
︱
Ｍ
Ｏ
Ｇ

い

ち

ご

農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
賞

金

城
田
中　
絹
江
キ
ャ
ベ
ツ

浜
田
市
農
業
委
員
会
会
長
賞

弥

栄
田
野
島
正
徳
大

根

江
津
市
農
業
委
員
会
会
長
賞

江

津
中
尾
喜
代
子
生

姜

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
組
合
長
賞
弥

栄
農
事
組
合
法
人

い
な
し
ろ

玄

米

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
長
賞

浜

田
吉
川　
幸
雄
乾

椎

茸

い
わ
み
中
央
産
直
振
興
協
議
会
会
長
賞

三

隅
野
上　
照
代
白

菜

優

秀

賞
浜

田
大
野　
重
智
白

ネ

ギ

優

秀

賞
金

城
石
本　
利
博

栗

賞
　
名

地
　
区

出
品
者
名

出
品
物

優

良

賞
浜

田
岡
本
ヤ
ス
ヱ
さ
つ
ま
芋

優

良

賞
浜

田
高
松　
由
雄
イ
ン
ゲ
ン

優

良

賞
江

津
島
田
真
佐
美
な

め

こ

優

良

賞
江

津
香
の
宮
Ｆ
＆
Ａ

大
畑
安
夫
ほ
う
れ
ん
草

優

良

賞
江

津
石
田　
尚
士
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

優

良

賞
三

隅
河
形　
正
昭
白

ネ

ギ

優

良

賞
三

隅
山
田　
幸
子

柿

優

良

賞
三

隅
和
崎　
昭
子
こ
ん
に
ゃ
く
玉

優

良

賞
金

城
岡
本　
照
子
大

豆

優

良

賞
金

城
小
林　
敏
夫
里

芋

優

良

賞
金

城
石
本　
利
博
柚

子

優

良

賞
弥

栄
金
高　
和
子
大

根

優

良

賞
弥

栄
平
田　
政
美
キ
ャ
ベ
ツ

優

良

賞
弥

栄
賀
戸　
重
幸
小

豆

優

良

賞
弥

栄
賀
戸
ひ
と
み

栗

優

良

賞
弥

栄
中
村
知
香
江
生

姜

優

良

賞

旭

芳
川　

誠

梨

優

良

賞

旭

田
村　
克
巳
白

菜

優

良

賞

旭

芳
川
ア
キ
ヨ
か

ぶ

類

優

良

賞

旭

岩
倉　
純
子
生

椎

茸

入
賞
さ
れ
た
皆
様
（
敬
称
略
）

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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賞
　
名

地
　
区

出
品
者
名

出
品
物

佳

良

賞
浜

田
来
須
美
津
子
か

ぶ

佳

良

賞
浜

田
長
冨　
節
子
白

菜

佳

良

賞
浜

田
長
冨　
節
子
キ
ュ
ウ
リ

佳

良

賞
浜

田
中
山　
博
幸
こ

か

ぶ

佳

良

賞
浜

田
上
野　
久
善
ピ
ー
マ
ン

佳

良

賞
江

津
石
田　
孝
司
柚

子

佳

良

賞
江

津
佐
々
木
包
喜
自

然

薯

佳

良

賞
江

津
高
井　
邦
敏
里

芋

佳

良

賞
江

津
高
井　
陽
子
里

芋

佳

良

賞
江

津
佐
々
木
繁
雄
春

菊

佳

良

賞
江

津
土
井　
正
人
か

ぶ

佳

良

賞
江

津
土
井　
正
人
赤

か

ぶ

佳

良

賞
江

津
土
井　
正
人
パ
プ
リ
カ

佳

良

賞
江

津
横
田　
博
信
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

佳

良

賞
江

津
小
林　
泰
教
大

根

佳

良

賞
江

津
野
原　
清
司
小

豆

佳

良

賞
江

津
森
口
セ
ツ
エ
み

か

ん

佳

良

賞
三

隅
宮
崎　
友
江
生

姜

賞
　
名

地
　
区

出
品
者
名

出
品
物

佳

良

賞
三

隅
串
崎　
美
之

柿

佳

良

賞
三

隅
峠
田　

等
さ
つ
ま
芋

佳

良

賞
三

隅
島
原　
一
郎
里

芋

佳

良

賞
金

城
小
林　
敏
夫
里

芋

佳

良

賞
弥

栄
金
高　
忠
幸
大

根

佳

良

賞
弥

栄
中
村　
健
次
人

参

佳

良

賞
弥

栄
野
村　
一
男
こ
ん
に
ゃ
く
玉

佳

良

賞

旭

岩
地　
芳
恵
乾

椎

茸

佳

良

賞

旭

森
橋　
藤
江
玉

ね

ぎ

佳

良

賞

旭

新
森　
博
江
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

佳

良

賞

旭

新
森　
博
江
と
う
が
ん

佳

良

賞

旭

岩
地　
泰
裕
玄

米

入
賞
さ
れ
た
皆
様
（
敬
称
略
）

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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JAニュース

10
月
21
日
・
23
日
、
い
わ

み
中
央
菌
床
椎
茸
生
産
部
会

（
向
井
康
博
部
会
長
）
は
「
き

の
こ
収
穫
祭
」
と
し
て
、
菌

茸
類
の
販
売
促
進
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
が
緩
和
し
つ
つ
あ
る
た

め
販
売
促
進
会
を
再
開
し
、

認
知
度
向
上
な
ら
び
に
消
費

拡
大
を
目
的
に
、
21
日
は
産

直
き
ん
さ
い
市
場
黒
川
店
、

23
日
は
サ
ン
ピ
コ
ご
う
つ
の
２
カ
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
パ
ッ
ク
物
と
袋
物
、
詰
め
放
題
の
販
売
を
行
い
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
多
く
の
来
店
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
生
産
者
自
ら

椎
茸
等
の
美
味
し
い
食
べ
方

や
保
存
方
法
、
家
庭
で
簡
単

に
作
れ
る
料
理
を
紹
介
し
、

レ
シ
ピ
の
配
布
な
ど
も
行
い

ま
し
た
。

本
格
的
に
き
の
こ
の
シ
ー

ズ
ン
に
入
り
、
地
元
産
の
美

味
し
い
き
の
こ
を
多
く
の
方

へ
食
べ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
今
後
も
Ｐ
Ｒ
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

10
月
21
日
、
営
農
企
画
課
は
、
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に

て
新
米
の
食
べ
く
ら
べ
を
実
施
。
地
元
産
米
の
味
を

知
っ
て
も
ら
う
目
的
と
合
わ
せ
て
、
職
員
の
労
い
も
兼

ね
た
「
米
祭
り
」
を
開
き
ま
し
た
。
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
地
域
農

業
の
担
い
手
に
出
向
く
担
当
者
）
を
中
心
に
準
備
を
進

め
、
各
地
区
で
生
産
さ
れ
た
新
米
で
炊
き
立
て
の
お
に

ぎ
り
を
振
舞
い
ま
し
た
。
他
に
も
豪
華
お
で
ん
や
、
島

根
和
牛
も
…
。

昨
今
米
の
情
勢
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中
、
職

員
一
人
一
人
が
地
元
の
お
米
を
味
わ
う
こ
と
で
、
少
し

で
も
販
売
促
進
に
繋
げ
ら
れ
れ
ば
と
い
う
思
い
の
企
画

で
す
。「
普
段
食
べ
ら
れ
な
い
品
種
も
味
わ
っ
た
事
で
、

新
し
い
発
見
も
あ
っ
た
」
と
の
声
も
あ
り
、
大
好
評
で

し
た
。
同
課
職
員
は
「
こ
の
企
画
を
来
年
も
続
け
て
行

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

10
月
22
日
、
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
キ
ャ
ベ
ツ
部
会

は
、
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
て
出
荷
目
合
わ
せ
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー

農
業
振
興
部
の
糸
原
主
任
技
師
を
招
い
て
、
気
象
状
況

と
今
後
の
管
理
の
仕
方
を
中
心
に
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
県
か
ら
の
病
害
虫
発
生
情
報
の
申
し
送
り
、

参
加
者
と
の
質
疑
応
答
や
情
報
交
換
も
行
い
有
意
義
な

講
習
会
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
一
部
生
産
者
で

加
工
用
の
取
り
組
み
も
始
め
ま
し
た
。担
当
職
員
は「
こ

の
目
合
わ
せ
会
で
、
今
一
度
生
産
者
と
一
緒
に
な
っ
て

更
な
る
面
積
拡
大
と
高
品
質
な
キ
ャ
ベ
ツ
の
出
荷
を
目

指
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

新
米
食
べ
く
ら
べ

「
米
祭
り
２
０
２
１
」

秋
冬
キ
ャ
ベ
ツ
出
荷

目
合
わ
せ
会

お
い
し
く
食
べ
よ
う
！

「
き
の
こ
収
穫
祭
」

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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JAニュース

10
月
29
日
、
益

田
市
西
部
家
畜
市

場
に
お
い
て
令
和

３
年
度
「
西
部
地

区
子
牛
共
進
会
」

が
開
催
さ
れ
、
い

わ
み
中
央
、
西
い

わ
み
両
地
区
本
部

か
ら
計
21
頭
（
い

わ
み
中
央
７
頭
、

西
い
わ
み
14
頭
）

の
雌
子
牛
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

子
牛
共
進
会
は
発
育
、
体
形
、
資
質
な
ど
が
評
価

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
当
日
は
５
名
の
審
査
員
が
厳

正
な
審
査
を
行

い
、
優
秀
賞
、
優

良
賞
に
選
出
さ
れ

る
成
績
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
西
部

地
区
子
牛
共
進
会

当
日
ま
で
飼
養
管

理
、
調
教
さ
れ
た

出
品
者
の
皆
さ
ん

本
当
に
お
疲
れ
様

で
し
た
。

11
月
１
日
、
い
わ
み
中
央
西
条
柿
生
産

組
合
は
浜
田
市
役
所
で
久
保
田
章
市
市
長

に
柿
「
西
条
」
を
贈
り
ま
し
た
。

稲
垣
薫
組
合
長
は
「
例
年
に
な
く
春

先
の
花
が
咲
く
時
期
に
霜
の
被
害
を
受

け
、
収
穫
量
や
品
質
へ
の
影
響
を
心
配
し

た
が
、
糖
度
も
20
度
と
な
り
1
２
０
ｔ
を

目
標
に
出
荷
作
業
を
行
っ
て
い
る
。」
と

情
勢
報
告
を
し
ま
し
た
。
ま
た
「
生
産
者

も
高
齢
化
し
後
継
者
の
育
成
に
励
ん
で
い

る
。
今
後
も
市
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
求
め
ま
し
た
。

久
保
田
市
長
は
「
浜
田
市
の
振
興
作
物

の
一
つ
で
あ
る
西
条
柿
を
維
持
し
て
栽
培

し
て
ほ
し
い
。後
継
者
不
足
等
の
問
題
も
、

市
と
し
て
出
来
る
限
り
の
応
援
を
す
る
。」

と
話
し
ま
し
た
。

浜
田
西
支
店
管
内
に
あ
る
小
学
校
２
校
の
児
童

が
、
地
域
に
あ
る
施
設
を
調
べ
、
地
域
と
の
関
わ

り
を
広
げ
る
こ
と
を
勉
強
す
る
「
町
探
検
」
と
し

て
Ｊ
Ａ
を
訪
れ
ま
し
た
。

10
月
21
日
に
、
美
川
小
学
校
の
2
年
生
3
名
が

美
川
事
業
所
を
、
11
月
17
日
に
は
周
布
小
学
校
の

2
年
生
18
名
が
浜
田
西
支
店
と
産
直
き
ん
さ
い
市

場
周
布
店
を
訪
れ
ま
し
た
。

児
童
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
Ｊ
Ａ
は
何
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
か
？
」

「
何
人
の
人
が
働
い
て

い
ま
す
か
？
」
な
ど

の
質
問
が
あ
り
、
職

員
が
和
や
か
に
回
答
し
て
い
ま
し
た
が「
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
っ

て
何
で
す
か
？
」「
仕
事
で
大
変
な
こ
と
は
何
で
す
か
？
」

な
ど
鋭
い
質
問
も
続
き
、
対
応
し
た
職
員
も
た
じ
た
じ
に
な

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
産
直
で
は
自
分
で
作
っ
た
野

菜
に
、
自
分
で
値
段
が
つ
け
ら
れ
、
そ
の
売
り
上
げ
が
生
産

者
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
る
Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業
な
ら
で
は
の

シ
ス
テ
ム
を
解
り
や
す
く
丁
寧
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

浜
田
西
支
店
の
永
見
建
支
店
長
は
「
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
あ
っ
た
が
、
地
域
に
密
着
す
る
Ｊ
Ａ
と
し
て
、
地
元

小
学
校
の
お
役
に
立
て
た
の
で
あ
れ
ば
嬉
し
い
。
児
童
の

皆
さ
ん
の
真
剣
な
眼
差
し
と
笑
顔
に
職
員
一
同
た
く
さ
ん

元
気
を
も
ら
っ
た
。」
と
話
し
ま
し
た
。

こ
の
「
町
探
検
」
で
Ｊ
Ａ
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
た

か
な
？
こ
れ
か
ら
Ｊ
Ａ
の
前
を
通
る
と
き
は
、
気
軽
に
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
い
ね
！

優
秀
雌
子
牛
が
勢
ぞ
ろ
い

～
西
部
地
区
子
牛
共
進
会
～

特
産
柿
「
西
条
」

浜
田
市
長
に
贈
呈

小
学
生
が
町
探
検
で
Ｊ
Ａ
来
店

＊敬称略
受賞名 名号 地区 出品者

優秀賞

め ぐ ひ さ 三隅町 峠田　　等
ひ な ゆ り 旭　町 樋口　誠二
しらいし466 弥栄町 佐々木祥二
も 　 　 え 浜田市 長田　長正

優良賞
ま き ひ ら1 弥栄町 佐々木祥二
さ さ ゆ り 金城町 流田　忠征
しょうこ33 弥栄町 佐々木祥二

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部



ふふれれああいい農農業業体体験験塾塾
～さつまいも収穫体験～

　10月31日の秋空の下、ふれあい農業体験塾が開催され、
親子15組44名が浜田市上府町の畑でさつまいも収穫を楽し
みました。今回は６月に「紅はるか」と「安納芋」の２種類
の苗を植え付けた畑に密にならないよう２班に分かれて集ま
りました。
　初めに営農経済部の淺野課長より芋の掘り方のコツを教わ

り、そのあと各自ス
コップで芋を探りな
がら土を掘っていきました。中には途中でポキッと折れてしま
う子もいましたが、皆泥まみれになりながらもなかなか出てこ
ない芋を両手で懸命に引っ張り掘り出していました。「ほら大き
な芋がとれたよ」「こんなにいっぱいつながっているよ」と自慢
しながら満足そうな笑顔を見せていました。最後は自分の掘っ
た芋の中で一番のお気に入りを持って記念写真を撮りました。
おうちではおいしいお芋料理を味わったことでしょう。

11
月
26
日
、
浜
田
市
産
の
熟
成
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ
た

石
焼
き
芋
即
売
会
を
き
ん
さ
い
市
場
黒
川
店
で
開
催
し
ま

し
た
。
40
ｋｇ
（
約
２
５
０
本
）
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
用
意
し
ま

し
た
が
、
見
事
午
前
中

で
完
売
と
な
り
ま
し

た
。
寒
い
季
節
に
食
べ

る
焼
き
芋
は
や
は
り
格

別
で
す
。
匂
い
に
誘
わ

れ
、
ホ
ク
ホ
ク
の
温
か

い
（
や
や
熱
い
？
）
焼

き
芋
を
、
家
で
食
べ
る

の
を
楽
し
み
に
持
っ
て

帰
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

焼
き
芋
即
売
会
を
開
催
し
ま
し
た

焼
き
芋
即
売
会
を
開
催
し
ま
し
た

サ
プ
ラ
イ
ズ

浜田市宇野町　ＥＳさん
めずらしい!! ゴボウの花が咲きました。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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12月26日～30日（周布店は25日～30日）にかけて、毎年恒例の年の
瀬市を開催します。しめ縄や花木はもちろん、弥栄肥育牛（しまね和牛）を
販売します。
また、一年の感謝を込めて、日替わりイベントも計画中です。しまね和牛の
試食販売や、お買い上げ金額に応じた米のプレゼント、親子での餅つき体
験など現在企画中です。年末のきんさい市場にご期待ください！

お知らせ

【
11
月
10
日
】

　

今
回
は
、
視
点
を
少
し
変
え
て
、
こ
れ
ま
で

き
ん
さ
い
市
場
に
出
荷
さ
れ
た
農
産
物
で
購
入

者
の
方
か
ら
返
品
依
頼
が
あ
っ
た
商
品
を
写
真

で
紹
介
し
、
島
本
講
師
と
一
緒
に
何
が
い
け
な

か
っ
た
の
か
な
ど
、問
題
点
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

野
菜
を
切
ら
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
で
あ
ろ

う
商
品
や
、
出
荷
前
に
細
部
を
確
認
す
れ
ば
防

げ
た
で
あ
ろ
う
商
品
な
ど
活
発
に
意
見
交
換
を

行
い
、
購
入
者
の
方
に
「
安
心
・
安
全
」
な
農

産
物
を
お
届
け
す
る
た
め
に
、
気
を
引
き
し
め

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
圃
場
へ
移
動
し
、
大
根
の
収
穫
と

玉
ね
ぎ
の
定
植
を
行
い
ま
し
た
。
植
え
付
け
時

に
深
耕
を
し
っ
か
り
行
っ
た
た
め
、
大
根
は
股
割

れ
せ
ず
に
、
良
い
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。

営
農
塾

きんさいトピックス

年の瀬市を開催します年の瀬市を開催します
きんさい市場

きんさい市場周布店 営業時間変更のお知らせきんさい市場周布店 営業時間変更のお知らせ
令和４年１月より、周布店の営業時間を

９：00～12：00
とさせていただきます。

何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。

ＪＡしまね　いわみ中央地区本部　営農経済部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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17

元々「晦日（みそか、つもごり）」については「三十日（みそか）」と書いていて
その月の30日を意味する言葉であり、月末を意味する言葉となったようです。
12月31日は年内最後の晦日の日であることから「大晦日」と呼ばれるようになっ
たそうです。大晦日はこれから新年を迎えるのにあたって、新年の年神様を迎える
ための行事となっています。
家族で紅白歌合戦を見たり、年越しソバを食べるなどして、来
年に向けての抱負を考える日にもなっていますよね。
最近では本来の目的が忘れられつつありますが、早くコロナ禍
が落ち着き、来る年に向けての抱負が叶う年になると良いですね。

○野菜の出来を左右する　冬の畑管理を考えましょう！
畑にとって冬は、次の春に向け活動を緩やかにし、エネルギーを蓄える季節。
春からの野菜作りのために冬の畑管理はとても大切になります。
土の乾燥や凍結が起こりやすい冬には、何も野菜がないからといって畑をそのままにしていると土
がダメージを受けてしまうことがあります。
寒さが本格的になる前に準備することで春に大きな違いが出てきます。

管理のポイントは大きく３つあります。
○まずは畑のそうじ
収穫が終わった畑には、トマトの茎やダイコンの葉、腐敗した野菜くずがた
くさん出てしまいます。そのまま畑に放置すると、春に病害虫の発生の原因と
なってしまいます。さらに、野菜くずなどが多く残っている畑は、動物が安全
な餌場と認識してしまい、鳥獣被害を引き起こす原因にもなります。野菜くず
は畑からきれいに取り除きましょう。

○土起こし
霜が降りる前に畑を深く起こしましょう。全面をよく耕して団粒（土壌の粒子の塊）の土にしてお
きます。土の塊は砕かず、そのままにしてください。冬の寒さにより、土中の水分が凍ったり溶けた
りすることを繰り返し、徐々に細かく崩れていきます。このとき寒さに弱い病害虫が死んで、土の性
質が良くなります。
雨の多い日本の気候では、ほとんどの土は酸性になってしまいます。
野菜の多くは弱酸性から中性の土壌に適していますので、苦土石灰を散布して耕すと土壌の酸度が
調整されて病害を予防する効果があります。苦土石灰はカルシウムやマグネシウム等が含まれており、
植物にとって重要な要素成分の補給になります。
散布量は１㎡当たり約200gほどですが、野菜づくりを続けている畑では約70～100gほどが適量で
す。

○堆肥散布
完熟堆肥を種まきや植え付けの1カ月ほど前に1a（30坪）あたり100kgほど
入れておくことで土になじみやすく、土壌生態系も落ち着きます。土が固いと根
が張れなくなってしまい、作物は栄養や水分を吸収できないため、作物は育ちま
せん。
堆肥には有機物が多く含まれているため、微生物が有機物を分解し土がフカフ
カになります。水と空気の通り道ができ、根を張ることができます。

営農ポイント！
※今更でもないと思いますが、冬の間は野菜や雑草の成長も遅くなりますが、見えない土の中では微
生物達は活動しています。春に向けて畑の片付けと準備をしていきましょう。

教えて野菜作り！ 2021年12月号

苦土石灰

バーク堆肥（蘇生）

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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西部農林水産振興センターからのお知らせ

⑴ ヘルメットを被り、滑りにくい靴を履き、転倒に注意しましょう。
⑵ 降雪時に見回りをするときは安全に注意し、必ず複数人で作業しましょう。
⑶ 積雪により倒壊する恐れのある施設には、近づかないようにしましょう。
⑷ ハウスの雪降ろし等を行う際には複数人で作業を行い、転落しないように注意しましょう。

西部農林水産振興センター農業振興部（TEL：0855-29-5618）

今年も雪が降る季節が近づいて来ました。パイプハウ
ス等の施設については、島根県内でも毎年のように降雪
による被害が発生しています。

気象庁が発表した11～１月の冬の天候の見通し（10
月25日発表）では、気温は平年並みか低く、降水量は
平年並みか多い見込みとなっています。近年は異常気象
が原因と思われる災害が頻発していますので、気を抜くことなく、被害を抑えるためので
きる限りの対策をしましょう。

パイプハウス雪害対策

☆対策時注意事項

今すぐ出来る対策例今すぐ出来る対策例
①雪をスムーズに落とす

降雪時に被覆資材のたるみが出ないように、ビニペットスプリング、マイカ線等でピンと
張り直しておく。
降雪時はハウスサイドの雪を取り除き、屋根の雪が落ちるようにする。

②中柱による補強…３ｍ間隔に設置すると耐雪性が25kg/㎡向上
中柱はパイプや木材、竹等を３～４ｍ間隔で設置する。外れないように棟パイプに確実に
固定する。

③筋交い補強…横倒れ防止(耐雪性２割向上)。
筋桁方向および間口方向の倒れを防止し、さらに不均等な積雪による横倒れを防止するな
ど、ハウス全体の耐力上昇につながる。筋交いの根元はしっかりと地中に埋め込む。

④その他：タイバーの取り付け、損傷部の補修等
① ② ③

※ 記載内容は対策の一例です。お住まいの地域に合った対策が必要です。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
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女
性
部
作
品
展
開
催

11
月
13
日
、
い
わ
み
中
央
女
性
部
（
德
田
マ
ス
ヱ

部
長
）
は
、
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
研
修
室
に
て
作

品
展
を
開
き
ま
し
た
。

当
日
、
地
区
本
部
で
農
林
産
物
品
評
会
が
開
催
さ

れ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
を
披
露
す
る
機
会
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
女
性
部
へ
作
品
展
示
の
場
が
提

供
さ
れ
同
日
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
牛
乳
パ
ッ
ク
を

使
っ
た
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
の
小
物
入
れ
や
米
袋
の
手
提

げ
バ
ッ
グ
な
ど
多
く
の
作
品
が
並
び
ま
し
た
。

こ
の
作
品
展
を
き
っ
か
け
に
、
手
芸
教
室
や
家
の

光
記
事
活
用
で
の
作
品
づ
く
り
を
通
し
て
部
員
同
士

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

德
田
マ
ス
ヱ
女
性
部
長
は
「
部
員
に
会
場
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
、
元
気
な
顔
を
見
る
こ
と
が
出
来

た
。
多
く
の
作
品
が
並
び
女
性
部
の
絆
を
感
じ
る
こ

と
が
出
来
た
。」
と
語
り
ま
し
た
。

11月の講義 『ライフプランを考える』

11月４日、JA女子大学は「ライフプランを考える」
と題した講義を行いました。当地区本部統括支店金融
課の年金アドバイザー田村職員、投信アドバイザー岡

田職員が講師となり公的年金・ライフプランについて学びました。
初めに学生それぞれが持参した「ねんきん定期便」のハガキの内容
について説明を受け、公的年金の基礎知識についての話を聞きました。
公的年金は、私たち一人ひとりの生活を支える大切なものであると学びました。続いて今後の人生設計
の実現に必要な資金についてシミュレーションを行い、資産のチェックポイントや見直しポイントのア
ドバイスを受けました。老後の生活費について考え、理想の生活を実現するための人生設計について考
えるきっかけとなりました。「ハガキの見方を習って、年金がいくらもらえるか分かって良かった」「老
後の資金計画に役立てたい」など感想がありました。
公的年金や投資信託について質問や興味がある方はいつでもJAへお声掛けください。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部



開　催　日 時　　間 会　　場
１月11日㈫ 午前９時から午後３時まで Aコープあさひ前
１月12日㈬ 午前９時から午後３時まで 上府事業所
１月13日㈭ 午前９時から午後３時まで 波佐事業所
１月14日㈮ 午前９時から午後12時まで Aコープやさか前
１月24日㈪ 午前９時から午後３時まで 三隅支店

開　催　日 時　　間 会　　場
１月25日㈫ 午前９時から午後３時まで 旭　旧市木事業所前
１月26日㈬ 午前９時から午後３時まで 雲城出張所
１月27日㈭ 午前９時から午後３時まで 金城支店
１月28日㈮ 午前９時から午後３時まで 江東事業所

※天候によっては開始時間が遅くなる場合がございます。

1月20日㈭
三隅支店

午後３時から
午後７時まで

メガネ・補聴器巡回スケジュール年金相談会

ご自身・ご家族のメガネ調整、補聴器点検等気軽にお立寄り下さい‼

三
隅
町
芦
谷
に
あ
り
ま
す
龍

雲
寺
は
、
1
3
8
2
年
（
永
禄
2

年
）に
建
て
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
庭
園
や
本
堂
、
平
和

の
鐘
な
ど
見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
紹
介
し
ま
す
。

山
門
前
に
広
が
る
庭
園
は
美

し
く
棚
田
だ
っ
た
も
の
を
日
本

庭
園
に
し
、
斜
面
一
帯
に
は
つ
つ

じ
や
も
み
じ
が
植
え
ら
れ
て
お

り
、
四
季
を
通
じ
て
景
色
を
楽
し

め
ま
す
。
ま
た
山
門
横
に
は
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
る
珍
し
い

つ
つ
じ
が
一
本
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
堂
の
天
井
に
は
佛

法
を
守
護
す
る
『
八
方
睨
み
の
一
疋
大
龍
』
と
呼
ば
れ
る
龍

の
絵
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
龍
は
あ
ら
ゆ
る
方
に
睨
み
を
効
か

せ
、
ど
こ
か
ら
見
て
も
目
が
合
い
ま
す
。
近
年
移
設
さ
れ
た

『
平
和
の
鐘
』
は
、
浜
田
市
港
町
高
尾
山
に
1
9
5
2
年
世
界

の
恒
久
平
和
を
願
い
建
立
さ
れ
2
0
1
5
年
に
龍
雲
寺
に
移

設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

お
寺
で
は
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
地
域
と
の
ご
縁
を

大
切
に
し
て
お
り
、
坐
禅
や
精
進
料
理
の
会
に
は
誰
で
も
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
近
く
に
来
ら
れ
た
際
に
は
ぜ
ひ
と
も
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
ま
せ
。	

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
８
５
５
ー
３
２
ー
０
９
６
０

な
つ
か
し
の
風
景
「
龍
雲
寺
」

　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
市
三
隅
町

福祉事業の廃止についてのお知らせ
平素は、JAしまねいわみ中央福祉センターの運営につきまして、格別のご理解
とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、いわみ中央地区本部では平成12年に福祉事業をスタートさせて今日まで
多くの組合員・地域の利用者の皆さまにご利用いただいていたところですが、JA
しまねでは運営上の理由により福祉事業を廃止する方針となりました。
この方針を受け、いわみ中央地区本部では令和４年２月末に訪問介護事業・福
祉用具貸与販売事業を、令和４年３月末に居宅介護支援事業を廃止することとい
たしました。事情をご賢察のうえ何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。
長年に渡るご厚情に心から感謝申し上げます。
なお今後は利用者の皆様にご迷惑をおかけしないよう事業の引
継ぎ等、誠意を持ってご対応させていただきます。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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年 末 年 始 の ご 案 内

12月24日㈮ 12月25日㈯ 12月26日㈰ 12月27日㈪ 12月28日㈫ 12月29日㈬ 12月30日㈭ 12月31日㈮
産直きんさい市場
黒川店

通常営業

年の瀬市　8：30～17：00 8：30～12：00
休業

産直きんさい市場
周布店 休業 年の瀬市　9：00～15：00 9：00～12：00

地域交流プラザ
まんてん 通常営業 7：00～19：00

道の駅
サンピコごうつ 年末セール　9：00～18：30 9：00～17：00 休業

１月１日㈯ １月２日㈰ １月３日㈪ １月４日㈫ １月５日㈬ １月６日㈭ １月７日㈮～
産直きんさい市場
黒川店

休業
初売り8：30～

通常営業
産直きんさい市場
周布店 初売り9：00～

道の駅
サンピコごうつ 休業 初売り

9：00～18：30 通常営業

12月28日㈫ 12月29日㈬ 12月30日㈭ 12月31日㈮ １月１日㈯ １月２日㈰ １月３日㈪ １月４日㈫
営農経済センター
（浜田・江津・三隅・
金城・弥栄・旭）

通常営業 休業 通常営業

資材注文センター
配送 通常配送 休業 通常配送

平和街給油所 通常営業 17：00まで
営業 休業 8：00～17：00 通常営業

通帳・キャッシュカード紛失の場合
【営業時間内は各支店・出張所にて受付】0120-572-045

ＪＡカード・クレジットカード紛失の場合
【24時間・365日受付】0120-159-674

ＪＡ自動車共済ご加入の方へ

自動車事故の受付
（24時間・365日受付） 0120-258-931 自動車故障時の応急対応が必要な時は

（24時間・365日受付） 0120-063-931

葬祭センター
（虹のホールはまだ・みすみ）

（年末年始無休対応）
0120-222-532 江津葬祭会館 （年末年始無休対応）

0120-522-354

店舗・ATM 12月30日㈭ 12月31日㈮ １月１日㈯ １月２日㈰ １月３日㈪ １月４日㈫
支店・出張所各窓口

通常営業

営業をお休みします

通常営業

Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー

浜 田 支 店 9：00～17：00
シティパルク浜田 9：00～17：00 休止します 9：00～17：00
浜田医療センター 休止します
浜 田 西 支 店 9：00～17：00
長 浜 事 業 所

9：00～17：00 休止します
美 川 事 業 所
浜 田 東 支 店 9：00～17：00
上 府 事 業 所 9：00～17：00 休止します
江 津 支 店

9：00～17：00
Aコ ー プ ご う つ
江 東 事 業 所 9：00～17：00 休止します
江 津 西 支 店

9：00～17：00
三 隅 支 店
虹のホールみすみ前
金 城 支 店
波 佐 事 業 所 9：00～17：00 休止します
雲 城 出 張 所

9：00～17：00弥 栄 支 店
旭 支 店
市 木 9：00～17：00 休止します
当地区本部以外のJAしまねATMについては、ATMコーナーにより営業日、営業時間が異なります。詳しくはJAしまねHPをご覧ください。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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